
江戸文学・近世庶民文化講座
　　　　　　　　　

2025 年９月４日（木）
八十二別館・４階 AV 研修室
　　　　　　（八十二銀行本店 敷地内）
受講料　500 円

講演　14：20 ～ 15：50

演題　信州における北斎と一九
葛飾北斎の小布施逗留は有名ですが、十返舎一九も松本へ何回か訪れています。
北斎と豪商 高井鴻山 、 一九と松本の書店 高見甚左衛門との交流と作品、信州
との関係等について長年の研究で得た うん蓄を語ります。

本講座は事前申し込み制です。
八十二文化財団へ電話または
ホームページから申し込んでください。

026-224-0511　　
https: //www.82bunka.or.jp/

主催　NPO 長野県図書館等協働機構

           （長野県図書館協会）

共催　公益財団法人 八十二文化財団

後援　信濃毎日新聞社　

講師　酒井春人

龍鳳書房代表取締役、長野県出版協会代表。著書『図説穂高神社
と安曇族』論文「佐久間象山の思想試論」（『長野県近現代史論集』
所収）、「長野県出版界の歩み」等

朗読　伊東秀一　　

テレビ信州解説委員兼アナウンサー。1965 年長野市出身。上田市・無言館
の朗読会『戦争を読む』出演ほかナレーション多数。信州大学特任准教授

朗読　13：35 ～ 14：10

「江戸生艶気樺焼」

2025 年度 「花月文庫」デジタルアーカイブ・活用推進事業


